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１．授業の概要 

総合的学習の指導研究（Theory and 

Practice for Integrated Studies）は，鴛原

進（責任者），壽卓三，吉村直道，梶原郁郎（以

上，学部教員），安田智美，山上博彦，村上厚

司，山田純子，河口麻衣子，森山由香里（以

上，附属学校園教員，実地指導講師として担

当）が担当した。登録学生数は 21 人で，到達

目標は，「総合的な学習の時間」「総合的学習」

に関するさまざまな現代的課題について論じ，

適切な対応を考えることができる，「総合的な

学習の時間」「総合的学習」に関する自己の学

習課題を明確にし，理論と実践を結びつけた

主体的な学習ができるである。関連するディ

プロマ・ポリシーは，教育をめぐるさまざま

な現代的課題について論じ，適切な対応を考

えることができる。（思考・判断）2月 26日(水)，

2 月 27 日(木)，2 月 28 日(金)の集中講義で実

施した。15 回分を 10 人でテーマにより分担

した。実施２年目の講義である。授業担当者

間，学生間，担当者と学生間のコミュニケー

ションを大切にした。 

２．アンケート結果 

 最終日にアンケート（満足度とその理由）

を実施した。回答数は 16 人である。 

① 大変満足：８人 

○総合的な学習について本当に理解ができて

いなかったのだとこの講義を通して気付くこ

とができた。外部講師の方々のお話は，教育

実習でも参考になるものが多かったと感じる。 

○教育課程や自分の希望する学校種からの視

点だけでなく，様々な角度の視点から，総合

学習の実態を知ることができ，大変有意義で

あった。また，理論を学んだうえで，各学校

種の先生方の実践をお聞きしたことで，理論

と実践を結びつけて考えることができたとと

もに，将来自分が実践するための手立てとす

ることができた。 

○今まで総合的な学習の時間に対する印象は

曖昧でぼやけていた。しかし，この授業で意

義も学習内容とそのねらいもしっかりと理解

することができたから。総合的な学習の時間

は教師のほとんどが受け持つはずなのに，ほ

とんど理解されていないから，本当に学んで

良かったと思っている。 

○事前アンケートをした段階ではわからなか

った総合的な学習の時間の魅力や教師のあり

かたが分かり，さらに来年度での実習でどの

ような授業づくりをしていけばよいのかとい

うことについての大まかなビジョンやそれま

でに達成しておかないといけない自分の課題

を考えることができた。 

○今までは総合的学習の時間について子ども

主体で行う教育という認識でしかなかった。

初等生活科教育法では，子どもが興味を示さ

なければどんなに苦労して手に入れた教材で

あっても意味をなさないという風に学んでい

たので，総合的学習の時間その様であるのだ

ろうなあというように思っていた。しかし，

この講義を受けて，総合的学習の時間の概要

や目標について学んだり現場の声を聴くこと

ができたり科学的視点から物事を見る大切さ

を学んだりする中で，子どもの興味関心に寄

り添うだけではなく，そこから何を学ぶこと

ができたのかを子どもたちに自覚させたり，

言語化してもらったり伝えてもらったりする

活動が大切であるということを学び，衝撃を

受けた。そのことが自分にとって大きな学び

であったと感じた。 

○総合的な学習の時間というものをあまり理

解していなかったことが分かった。そしても

っと知りたいとも思った。一番深いと思った

のは，壽先生の授業だった。総合という授業

の作り方，教員の言葉，壽先生自身のあの授

業の構成，すべてにおいて得られるものがあ

った。総合的な学習がすべての教科，領域を

問わずつながっている学習であり，それを教

えることの大切さ，児童生徒の興味関心とい

うものをどれくらい重視し授業を展開できる

のかが，課題であると考えた。 

○小・中学生時代に総合的な学習の時間で行

った内容を今一度思い返しましたが，教師の



方々のサポートが必要不可欠であったことを

感じました。細かな場面で，児童・生徒達の

興味・関心を向けるために取り組みを行って

いることを学べました。日々の児童・生徒の

言動に気を配り，何に関心を持っているのか

素早く察知する能力が必要であることを学べ

ました。この能力は社会人全員に通ずるもの

であると思うので，社会に出て働く際にも意

識していきたいと思いました。 

○総合的学習の時間の存在意義について疑問

を持っていましたが指導方法や具体的事例，

狙いについてかなり詳しく学ぶことが出来ま

したので大変有意義な学習になったからです。 

②どちらかといえば満足：８人 

○通常の授業に比べて，少人数ということも

あって，先生との距離が近かったため，分か

らないことがあったときはすぐに聞き返すこ

とができたし，先生からの問いへの返答が躊

躇なくしやすかった。今まで他授業では，大

まかにしかふれられてこなかった「総合的な

学習」の授業の目標や内容が，理論と実践に

ついて両方を聞けたことで理解しやすかった。 

○一つの学校種だけでなく，幼稚園から高校

まで，また特別支援学校での取り組みについ

ても学ぶことができたからである。総合的学

習は，小学校や中学校でした内容は覚えてい

るが，高校ではほとんどの時間が受験勉強や

進路指導に当てられていたため，高校での授

業実践は特に勉強になった。今回の講義では

どちらかというと理論的な面が多かったよう

に感じたので，様々な授業実践についても学

んでみたかった。 

○どのような考え方に沿って総合的な学習の

時間が進められてきたかなど，自分の受けて

きた授業を教師の視点に立って考えることが

できた。学習指導要領の解説を丁寧に追って

基礎的なことから学ぶことができたことは大

きいし，附属幼稚園や中学校での遊びや総合

の実践を知ることで，抽象的で何をすればよ

いか曖昧だった総合的な学習の時間がだんだ

ん具体的になった。 

○今まで総合的な学習の時間について学習す

る機会が無く，今回の講義を通して，新しい

知識を身に付けることができたと思う。また，

総合的な学習の時間について様々な視点から

指導方法を学ぶことができ，とても充実した

集中講義だった。 

○梶原先生や吉村先生の授業の中で実践例を

示していただいたのがよかったと思います。 

○総合的学習の考え方やその取組，教師とし

てどのような考え方をしていくべきかなど，

多くのことを学ぶことができ，よかったと思

う。学校での取り組みについて，実際の現場

の先生方からのお話ということで，その事例

を知ることもでき，子どもの様子もイメージ

しやすいものであったように思う。特定の学

校種だけでなく，さまざまな学校での話を聞

くことができ，子どもの発達の段階に応じた，

社会に出てからに目を向けて，見通しを持っ

た考え方によって学習内容が考えられている

ことを理解することができた。また，どの先

生も共通して伝えられていたことなどより，

大切にし，考えていかなければならないこと

も考えることができたと思う。自らも総合的

な学習によって，考えを深めることができた

と思う。高校までに学んできたものも振り返

りながら，総合的学習について曖昧だった考

えから，きちんとしたものへと理解していく

ことができたと思う。 

○幼・小・中・高・大それぞれの学校の先生

に，どのような目的を持って総合的な学習の

時間を行っているか，お話を聞くことができ

た。子どもに，自ら考える力をつけてもらう

ために総合学習が行われるが，学校の教育対

象によって身につけさせたい力が違うことや，

学習方法が違うことが分かった。実際に教え

ている先生方のお話なので，子どもの実態な

どが見えてよかった。 

○大変勉強になったのですが，自分の中でま

だ理解しきれていない部分がある。今回の講

義で総合的な学習は底がないということを実

感しました。総合的な学習は，学校の中だけ

のものではなく，すでに社会に出ている人に

とっても必要で，役に立つことなのだと思い

ました。一方で，自分の中に総合的な学習の

記憶があまりないことから，総合的な学習を

行っても，実際にその目標を達成することは

難しいことなのだと思いました。 

③どちらともいえない，④どちらかといえば

満足ではない，⑤全く満足できない：０人 

３．総括 

 学生の講義への参加意欲も満足度も高かっ

た。今年度は各人の手弁当で実施することと

なった。来年度も授業の目的を達成するよう

努めたい。 


